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３．とりもどそう！ふるさとの自然

　　～ちば環境再生基金～

　すべての県民が、ふるさとの環境を守り、より美しい自然をとりも

どすという思いを一つにし、この郷土をかけがえのない財産として孫

子の代に引き継いでいくため、「ちば環境再生計画」（14年２月策定）

に基づき、「ちば環境再生基金」を（財）千葉県環境財団に設置して

います。

　この基金は、環境づくり日本一の千葉県を目指して、地域の環境活

動への支援、廃棄物の不法投棄対策などへの支援、資源循環のモデル

事業などを実施しています。

基金の運営

　ちば環境再生基金は、県民や企業の皆様からの募金で運営されていることから、基金に

よる事業を公正かつ適切に実施するために、学識経験者、県民代表、地元経済界などで構

成する「ちば環境再生推進委員会」を設置して事業を推進しています。

　また、専門的な検討を行うために推進委員会の中に4つの部会を設置しています。

ちば環境再生基金の

マスコット《ちば犬
けん

》
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基金の活用

　●地域の環境活動への支援

　　　ちば環境再生基金は、地域の自然環境の保全・再生事業への支援など様々な事業活

動に活用されています。

　■公募によるＮＰＯ環境活動への支援

　　県民自らの手で貴重な自然を保全するとともに、ふるさと千葉の環境を再生する自発的・継続的な

活動を支援するため、10人以上のＮＰＯ団体などが県内で行う「自然環境の保全と再生、体験的環境

学習、省資源・リサイクル」の活動に対して公募により助成をしています。

　　15年度は17事業に、16年度は15事業に助成し、手つかずだった里山を昔ながらの里山へ復元する活

動、湖沼周辺の動植物の調査、自然観察会の実施や子ども達を対象とした体験教室などの活動が、県

内各地で行われました。

　■市町村による戦略的自然再生事業への助成

　　市町村が対象地域の位置付けや保全目標を明確にして、地域の住民等と連携を図りながら計画的に

実施する戦略的自然再生事業への助成を15年度から開始しました。

　　千葉市が都川中流域で里山や谷津田の多様な生態系を保全・再生する「谷津田いきものの里整備事

業」と市川市が市内に残された昔ながらの田園風景を大町公園の湧水を取り込みながら保全する「小

川再生環境整備事業」の2事業がこの助成により16年度から実施されています。

里山や森林の保全と再生 水辺の保全と再生

谷津田いきものの里整備事業の

事業エリア（千葉市）

小川再生環境整備事業の小川再生箇所

（市川市）
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●負の遺産対策事業への助成

　　不法投棄された廃棄物は、行為者（捨てた人）が撤去するのが原則ですが、不法投棄

者がわからない又は撤去する経済的能力がない不法投棄や「廃棄物の処理及び清掃に関

する法律」による規制以前に処分された産業廃棄物など、捨てた人に撤去させることが

困難なものがあります。

　　ちば環境再生基金では、こうしたものの中で、緊急に対応しなければ県民生活に支障

のある廃棄物を市町村や県が除去する事業に対して経費の一部を助成する「負の遺産対

策事業」を、15年度から開始しました。

　　助成対象事業として「法律の規制以前の廃棄物処分による養老川の水質汚染除去対策

事業」（千葉県、市原市との協同事業）と「不法投棄された硫酸ピッチの除去事業」（印西市）

の2事業に助成しました。

●資源循環型社会づくりのモデル事業の推進

　　資源循環型社会づくりのモデル的事業として、菜の花やヒマワリ等から収穫される食

用油を活用して資源循環を体験する活動として「なのはなエコプロジェクト」を実施し

ています。

　　14年に菜の花を蒔いた団体が廃食用油からの石鹸づくりなどの取り組みを行うととも

に、15年の秋に5団体が菜の花を蒔きました。

　　また、ヒマワリでの活動の可能性を検討するために、ヒマワリの試験栽培を行いました。

��

印西市草深三夜地区に不法投棄された状況及び硫酸ピッチの除去の様子

妙香地区の汚染拡大防止対策の概念図
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●「なの花エコプロジェクトおんじゅく」の取り組み

（14年度～ 15年度）

　　子供たちが菜種の栽培から油絞りや石鹸作りまで体験する活動が行われました。

啓発・募金活動

　県民総参加の活動とするために、環境問題への関心を高めてもらう啓発・募金活動を行っ

ています。

■市町村が主催する環境イベントなどに参加して、ちば環境再生基金の活動を紹介する

パネル展示などを行っています。15年度は38イベントに参加しました。

■環境月間の6月と3R月間の10月を中心に、県内の事業所で職場募金を実施しています。

15年度は106 ヶ所の事業所で実施されました。

発芽の観察 開　花 刈り入れ風景

搾　油　風　景 石鹸づくり

啓発・募金の風景




